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◉特集
なくそう！　若年女性への性暴力なくそう！　若年女性への性暴力
○寄稿
コロナ禍で困難さを増す若年女性たち
性被害・性的搾取の問題と「まちなか保健室」からみえてきたもの

弁護士・若草プロジェクト代表理事　大谷恭子さん

○性暴力被害の根絶に向けて、社会全体での取組を！
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◆どうする？ 家庭での性教育
◆トピック
『シニアシングル女性のための　防災はじめの一歩』を作成しました！
◆「はばたき21」情報コーナーおすすめ図書案内
◆たいとうのキラッとさん紹介　特別編 再生紙を使用しています。

たいとうのキラッとさん紹介  特別編

フォーラム企画委員　佐藤さん
「これからもプラザと登録団体の協力の
もと、活動を続けていきます」

コミュニティ・カフェ　
運営委員  横田さん
「カフェは誰もがほっとできる場所。
再開されたら、ぜひ遊びに来て
ください」

情報誌編
集委員　

梶原さん

例年９月末に開催している「男女平等推進
フォーラム」。講演会やプラザ登録団体の活動
発表の場として、毎回多くの区民に参加してい
ただくイベントも昨年は中止に。そこで、登録
団体等の活動を紹介した『みんなのはばたき
フォーラム』を、台東区ケーブルテレビで放映
しました。
番組には、プラザ登録37団体から７つの団体と
男女平等推進フォーラム企画委員、コミュニ
ティ・カフェ運営委員、情報誌編集委員の代表
の方たちが参加。それぞれの活動状況とプラザ
を利用している団体として区民に発信していき
たいことなどをお話ししていただきました。

☆掲示板「コミュニティ・カフェ広場」を開設
毎月第３土曜日に実施しているコミュニティ・カフェも現在は休止中。
カフェ再開の日まで、参加してくださる皆さんとのつながりが途切れてし
まわないように、プラザ内の展示スペースに「コミュニティ・カフェ広場」
と題した掲示板を作り、男女平等推進に関する話題の発信や、カフェで
行なっていたような小物作りの作品を飾っています。

番組に出演した情報誌編集委員の梶原さんは、撮
影終了後、「年２回発行される情報誌『はばたき21
通信』では、私たち区民編集委員が企画や記事作
成に参加しています。今日は登録団体の皆さんの
お話を直接伺うことができてとても有意義でした」
と話されていました。
※ケーブルテレビでの放映は終了
Youtube台東区公式チャンネルにて放映
（URL） https://youtu.be/WLwnbkZFgXw

☆プラザの活動紹介番組
『みんなのはばたきフォーラム』を放映

＊新日本婦人の会　台東支部　　　＊たいとう絵本の泉　　＊アトリエよこた
＊NPO法人 Healthy Aging Projects for Women　　＊NPO法人　GEWEL
＊マジック同好会カッター　　＊ワーキングマザーサロンたいとう

◇参加団体◇

I n f o r m a t i o n

コロナに負けない！　プラザを支える区民の皆さん
　昨年は、新型コロナウイルス感染症により、区民との協働事業である「男女平等推進フォーラム」と「コミュニ
ティ・カフェ」が中止・休止に追い込まれました。しかし、これまでの活動を絶やさないようにしようと、形態を変え
た代替事業を実施することになりました。
　今回の「たいとうのキラッとさん」は特別編として、それらの事業と、コロナ禍の中でも変わらずプラザ事業に
協力してくださる区民の皆さんをご紹介します。

編集・発行 :	台東区立男女平等推進プラザ「はばたき21」
場　　　所 :	台東区西浅草3-25-16
	 （台東区生涯学習センター4階）	
電　　　話 :	03-5246-5816
	 ※日曜・休館日以外の午前9時〜午後5時
開	館	時	間 :	午前 9時〜午後10時
	 令和 3年6月からは午後9時
休　館　日 :	第 1・第3・第5月曜日
	 （祝日にあたる場合はその翌平日）
	 年末年始（12月29日〜1月3日）

	 情報誌編集委員（五十音順）
	 梶原　雄・鈴木　渚

編集後記
＊若年女性への性暴力の背景には、立場を利用した支配や子供の性を消費
する社会など、様々な問題が存在します。今号により、複雑な状況の中
で一人苦しむ若年女性たちの存在を多くの方に知っていただき、性暴力
根絶を目指して、一緒に歩んでいただければと思います。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊「以前のように」とはいかない状況下、「新しい考え方・やり方」で当誌
にかかわった皆さま、お疲れさまでした。

情報誌編集委員　梶原　雄

＊顔を合わせた打ち合わせができない中で、情報誌が形になりました。　
読んでくださった方々に厚く御礼申し上げます。

情報誌編集委員　鈴木　渚


